
消防の動き '18 年 ６月号   - 26 -

「緊急消防援助隊地域ブロック合同訓練
図上訓練企画・実施マニュアルの作成」について

広域応援室
１．作成の目的
　消防庁では、緊急消防援助隊の技術及び連携活動能力
の向上を図ることを目的に、平成8年度から全国を6ブ
ロックに分け、緊急消防援助隊地域ブロック合同訓練（以
下、「ブロック訓練」という。）を開催しています。　　
　ブロック訓練は、図上訓練、応援要請実施訓練、参集
訓練、部隊運用訓練から構成されており、特に図上訓練
では、都道府県庁に消防応援活動調整本部を、消防本部
には指揮支援本部を設置し、受援側と指揮支援隊等の応
援部隊との連携強化を図ってきました。
　しかしながら、ブロック訓練の開催地となる都道府県
及び消防本部においては、消防応援活動調整本部におけ
る情報共有や各種調整の経験が少ないことからノウハウ
の蓄積が難しく、訓練を企画・実施するために多大な労
力と時間を要する状態となっています。
　このため、消防庁では、ブロック訓練での図上訓練を
記録・検証し、図上訓練の企画実施のためのノウハウを
マニュアル化するとともに作成資料の標準化を図るため

「緊急消防援助隊地域ブロック合同訓練 図上訓練企画・
実施マニュアル」（以下、「図上訓練マニュアル」という。）
を作成しました。

２．図上訓練マニュアルの概要
　図上訓練マニュアルは、地震災害を想定した２つのシ
ナリオとし、図上訓練マニュアルの概要、訓練の企画、
設計、実施、評価までの一連の流れを記載した「本編」

平成29年度関東ブロック合同訓練の様子（群馬県庁）

（本編）訓練の設計から評価までの流れ及び作成資料

（本編）コントローラーの組織図

と実施計画、訓練シナリオ、被害想定、状況付与、評価
表等の作成方法を記載した「別添資料（訓練資料作成の
手引き）」の2部構成としています。
（１）図上訓練マニュアル本編
　「本編」では、訓練の企画から、設計、実施、評価ま
でを一連の流れに沿って作成できるよう、訓練実施まで
の工程、作成すべき資料、準備事項等について以下の順
に記載しています。
　（本編に記載されている項目）
　① ブロック訓練開催までの想定スケジュール
　② 想定災害（訓練ベースモデルの概要）
　③ 訓練の目的及び評価項目の設定
　④ 訓練シナリオ（概要）の作成方法
　⑤ 被害想定の設定
　⑥ 状況付与の作成及び訓練コントローラーの役割
　⑦ 事前説明会の開催及び訓練当日の運営
　⑧ 訓練の評価
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問合わせ先
　消防庁国民保護・防災部防災課　広域応援室
　TEL: 03-5253-7527（直通）

（２）図上訓練マニュアル別添資料
　「別添資料（訓練資料作成の手引き）」では、（１）「本
編」をもとに作成した詳細な訓練実施計画、訓練シナリ
オ（詳細）、被害想定、状況付与一覧、部隊進出状況、
訓練評価表など実際の訓練で使用する資料のひな形と作
成方法を記載しています。
　（別添資料に記載されている項目）
　① 訓練の実施計画書
　② 被害想定一覧表（人的・物的被害）
　　 被害想定一覧表（社会インフラ被害）
　　 被害想定一覧表（交通インフラ被害）
　③ 重大被害事象推移表
　④ 状況付与一覧表
　⑤ 部隊進出状況一覧表
　⑥ 訓練評価表

　また、別添資料では、図上訓練において活発な活動を
行うために用意する重要被害事象の作成方法や状況付与
指示書を効率良く作成する方法、図上訓練の臨場感を演
出するためのニューススライドの作成方法などについ
て、解説した参考資料を添付しています。

（別添資料）被害想定地図の作成手順

（別添資料）重要被害事象の作成

（別添資料）ニューススライドの作成

３．おわりに
　緊急消防援助隊の更なる充実強化を図るためには、緊
急消防援助隊の練度向上とともに、被災地の都道府県及
び消防本部の受援についても練度向上が必要不可欠で
す。
　本図上訓練マニュアルは、ブロック訓練を開催する都
道府県が、訓練を企画・実施するために必要なノウハウ
を標準化することにより、開催都道府県の負担軽減を図
るとともに、訓練の高度化・高頻度化を図るため作成し
たものですが、ブロック訓練のみならず、あらゆる機会
を捉えて図上訓練マニュアルを積極的に活用し、都道府
県及び消防本部の受援力、調整力､ 連携力の更なる強化
を図っていただきますようお願いします。


